
基準範囲とは 

 健康な成人の検査値を多数集め, その分布の中央95％を含む数値の範囲(項目により, 5～

95％の範囲）を示したものです.

 検査機器や試薬の違い等により, 施設によって若干の差異があります.

 特定の病気や治療の目標などを考慮して算出されていません.

当院では担当医から皆様に手渡される, 印刷された「検査結果」の

下限値・上限値は, そのほとんどが「基準範囲」を示しています.

 . 院内で測定している項目で「臨床判断値」を基準にしている検査は

「検査結果」の検査項目の末尾に# を付けています.

（詳しくは次のページをご覧ください）

検査データを判断する際の目安となるものに 

「基準範囲」と「臨床判断値」があります.  

臨床判断値とは 

 特定の病気の診断基準や病気の有無の判別, さらには治療の目標に用いられる基準です.

 「基準範囲」とは違い, 多くの病気の方の検査値も考慮して設定される値です.

 「基準範囲」と「臨床判断値」の両方が設定される場合, その値には差異があります.

健常者だが病気になる危険がある方 病気を発症した方 健常者 

【ある検査の「基準範囲」「臨床判断値」と被験者の度数分布】 

この範囲の方は 
「基準範囲」内だが,危険あり！ 
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この範囲の方は 
「基準範囲」外だが,健常！ 



【基準範囲と臨床判断値について】 

• 下表の「下限値」「上限値」は「基準範囲（健常人の大部分が入る値の範囲）」もしくは「臨床判断値（検査項
目名の末尾に#が付く項目：特定の病気の有無や治療の目標になる値）」を示します。（検査項目名の頭に
＊がつくものは院外の検査施設で測定している項目です。）

• 基準範囲と臨床判断値の詳細については、検査部のパンフレットをご覧ください。
• 検査結果の解釈や判定は自己判断せず、必ず担当医とご相談ください。

担当医の先生から皆様へお渡しする

印刷された検査結果（検査結果報告書）

の様式は、こちらです.  

単純に「基準範囲内にある」「基準範囲から外れている」「臨床判断

値の上か下か」というだけでは, 診断や治療の判断はできません. 

検査結果のみで自己判断せず, 必ず担当医とご相談ください. 

☞基準範囲変更に関するご質問やご要望は, 中央臨床検査部のスタッフまで
お問い合わせください.担当者が対応させていただきます.
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